













On Japanese “Mood” Ⅱ









弱めてはいないようだ。『朝日新聞』2013 年 4 月 29 日版の 38 ページ、「敵がいる」という
コラムのタイトルはまさに「訪朝公演「空気読んどらん」」である。②


























































































































































入れないというわけなのです。」⑧と、説明する。そして、「私は、こういう現象を “ 場面依存 ”





　ここでハルペン・ジャック氏は「場面」を説明して、「“ 場面 ” とは、英語のシチュエーショ
ンに当たります。その場における聴覚、視覚、雰囲気などを総合した特定の状況を指します。
つまり、“ 場面に依存する ” とは、言葉以外の要素が強く働いて、言葉の働きを弱めてしま
うこと、言葉だけでのコミュニケーションを妨げてしまうことを意味するのです。」⑩と述
べ、さらに、「たいていの日本人の脳細胞は言葉による信号を受け取るとき、その信号の内
容を分析する前に、まず “ 場面 ” との適否を判別します。“ 場面らしい（場面にふさわしい）”
信号であれば素直に反応しますが、“ 場面らしくない（場違いの）” 信号であれば、それを
拒絶し、代わりに “ 場面らしい ” 架空の信号を自らひねり出して、それに反応する仕組み
のようです。」⑪と、「場面」論を展開していく。⑫⑬



































































































































































































































































































































　「記者や評論家たちは、自分自身を取り巻く “ 空気 ” に従い、ひたすら現在の内閣総理大







　「空気。なぜか、その空気の中で、人は役割を決められている。周囲から期待される “ 役割 ”
を演じていれば及第、演じずに自分を出して周囲を裏切ったら落第。おかしなことだ。」⑤
　「昨今の日本では、マスコミについて、「第四の権力だ」「否、今や第一の権力だ」と批判
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